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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第１四半期
連結累計期間

第62期
第１四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （百万円） 8,895 9,447 36,778

経常利益 （百万円） 1,495 1,843 6,285

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,089 1,304 4,370

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,138 1,774 4,699

純資産額 （百万円） 94,252 81,358 79,996

総資産額 （百万円） 103,764 99,658 98,967

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 36.65 53.77 153.00

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 90.8 81.6 80.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,318 2,008 8,501

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △125 △766 △3,812

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,838 △911 △11,049

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 18,426 14,346 13,820

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．１株当たり情報の算定上の基礎となる「普通株式の期中平均株式数」の計算において控除する自己株式には、

2022年３月期まで信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）により「ホギメディカル従業員持株

会専用信託」が所有する当社株式が含まれております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

　経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済は、各国政府による新型コロナウイルス感染防止対策と経済活動の

両立が進んだことなどから消費や投資が拡大し、概ね回復基調で推移いたしました。一方、ロシアによるウクライ

ナへの軍事侵攻や原油をはじめとする資源価格の高騰など世界情勢は不安定なまま推移いたしました。

　国内においては、ワクチン接種率の上昇に伴い感染者数が減少し、社会活動は正常化へと向かいましたが、外国

為替相場が円安方向に急激に変動したことなどから物価上昇圧力が高まり、経済活動に大きな影響を及ぼしまし

た。

　医療業界では、感染者数減少に伴い医療機関への受診者数が増加したことなどから手術件数はコロナ発生以前の

状態とほぼ同水準まで回復いたしました。一方で、急激な円安や資源価格の上昇、輸送・運搬コストの上昇などに

より多くの物資の価格が上昇したことに加え、医療現場においては、人手不足が常態化する中、万全な感染防止対

策とともにより質の高い医療を提供するための体制整備が求められるなど、病院経営にとっては依然厳しい状況が

継続しております。

　こうした状況の中、当社グループにつきましては、当第１四半期において医療機関における手術件数が回復した

ことに加え、医療安全とお客様の業務効率化に資する製品の提案を積極的に展開したことなどにより売上高が伸長

し、特に最重要戦略製品である「プレミアムキット」の売上が拡大いたしました。この「プレミアムキット」は術

前、術中、術後において発生するお客様の手間を削減するとともに、手術における医療安全が確保できる高付加価

値製品であり、発売以降お客様に高いご評価をいただき堅調に売上を伸ばしている当社の主力製品です。

　これらの結果、当第１四半期の売上高は9,447百万円（前期比6.2％増）となりました。キット製品の売上高は

5,906百万円（同9.0％増）、内「プレミアムキット」の売上高は3,606百万円（同16.6％増）となりました。売上

原価は、円安による原価上昇があったものの、当第１四半期は為替予約などの効果により影響が限定的となりまし

た。販売費及び一般管理費は、費用の抑制に努めたことから前期に比べ減少いたしました。この結果、営業利益は

1,857百万円（同24.5％増）となりました。経常利益は、前年同期と比べ営業外費用において為替差損が増加した

こと等から1,843百万円（同23.3％増）となりました。以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,304百

万円（同19.7％増）となりました。

　当社グループの事業は、医療用消耗品等の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セ

グメント別の記載を省略しております。

 

　財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ691百万円増加し、99,658百万円となりまし

た。

　流動資産は、現金及び預金518百万円の増加、受取手形及び売掛金709百万円の増加等により1,535百万円増加し

36,826百万円となりました。固定資産のうち有形固定資産は、建物及び構築物の減価償却等による262百万円の減

少、機械装置及び運搬具の減価償却等による291百万円の減少等により、359百万円減少し52,399百万円となりまし

た。無形固定資産は、減価償却等による80百万円の減少により1,455百万円となりました。投資その他の資産は、

所有する株式の時価評価等による投資有価証券389百万円の減少等により、404百万円減少し8,976百万円となりま

した。この結果、固定資産は62,832百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ670百万円減少し、18,300百万円となりま

した。流動負債は、支払手形及び買掛金160百万円の増加、未払法人税等403百万円の減少等により、107百万円減

少し9,240百万円となりました。固定負債は、長期借入金の返済による499百万円の減少、所有する株式の時価評価

等に係る繰延税金負債92百万円の減少等により、前連結会計年度末に比べて562百万円減少し9,059百万円となりま

した。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益1,304百万円の計上による増加、

剰余金の配当による412百万円の減少、為替換算調整勘定706百万円の増加等により、前連結会計年度末に比べて

1,361百万円増加し81,358百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の80.8％から81.6％へ増加いたしました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより14,346百万

円となり、前連結会計年度末に比べ526百万円増加いたしました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を1,843百万円、減価償却費を904百万円計上

し、売上債権の増加660百万円、棚卸資産の減少204百万円、法人税等の支払913百万円等がありました。これらの

結果、2,008百万円の収入（前年同期は1,318百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出769百万円、無形固定資産の取得による

支出19百万円等がありました。これらの結果、766百万円の支出（前年同期は125百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出499百万円、配当金の支払412百万円等があ

りました。これらの結果、911百万円の支出（前年同期は2,838百万円の支出）となりました。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、93百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2022年8月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,682,310 32,682,310
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数100株

計 32,682,310 32,682,310 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
 （百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 32,682,310 － 7,123 － 8,336

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株）
議決権の数
（個）

内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 8,425,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,222,100 242,221 －

単元未満株式 普通株式 35,110 － －

発行済株式総数  32,682,310 － －

総株主の議決権  － 242,221 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株（議決権の数７個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ホギメディカル
港区赤坂

２丁目７番７号
8,425,100 － 8,425,100 25.77

計 － 8,425,100 － 8,425,100 25.77

　（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が200株（議決権の数２

個）あります。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含め

て記載しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,364 14,883

受取手形及び売掛金 11,341 12,051

商品及び製品 4,272 4,187

仕掛品 428 461

原材料及び貯蔵品 4,110 4,113

その他 773 1,130

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 35,290 36,826

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,578 21,315

機械装置及び運搬具（純額） 6,073 5,782

土地 9,625 9,655

建設仮勘定 14,775 14,961

その他（純額） 706 684

有形固定資産合計 52,759 52,399

無形固定資産 1,536 1,455

投資その他の資産   

投資有価証券 8,105 7,716

その他 1,282 1,267

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 9,381 8,976

固定資産合計 63,676 62,832

資産合計 98,967 99,658

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,336 4,496

１年内返済予定の長期借入金 1,999 1,999

未払法人税等 980 577

引当金 478 123

その他 1,553 2,043

流動負債合計 9,348 9,240

固定負債   

長期借入金 7,667 7,167

退職給付に係る負債 478 506

その他 1,476 1,385

固定負債合計 9,622 9,059

負債合計 18,970 18,300
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,123 7,123

資本剰余金 8,336 8,336

利益剰余金 88,523 89,415

自己株式 △27,561 △27,561

株主資本合計 76,422 77,314

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,831 2,569

繰延ヘッジ損益 261 307

為替換算調整勘定 608 1,314

退職給付に係る調整累計額 △164 △175

その他の包括利益累計額合計 3,536 4,016

非支配株主持分 37 28

純資産合計 79,996 81,358

負債純資産合計 98,967 99,658
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 8,895 9,447

売上原価 5,115 5,357

売上総利益 3,780 4,090

販売費及び一般管理費 2,287 2,232

営業利益 1,492 1,857

営業外収益   

受取利息 9 11

受取配当金 16 17

その他 8 2

営業外収益合計 34 31

営業外費用   

支払利息 0 7

為替差損 5 32

投資事業組合運用損 15 5

自己株式取得費用 9 －

その他 0 0

営業外費用合計 31 46

経常利益 1,495 1,843

特別損失   

固定資産廃棄損 1 0

特別損失合計 1 0

税金等調整前四半期純利益 1,494 1,843

法人税等 412 548

四半期純利益 1,081 1,294

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7 △9

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,089 1,304
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 1,081 1,294

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △360 △262

繰延ヘッジ損益 △36 45

為替換算調整勘定 461 706

退職給付に係る調整額 △7 △10

その他の包括利益合計 56 479

四半期包括利益 1,138 1,774

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,145 1,783

非支配株主に係る四半期包括利益 △7 △9
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,494 1,843

減価償却費 1,009 904

受取利息及び受取配当金 △26 △28

支払利息 0 7

投資事業組合運用損益（△は益） 15 5

為替差損益（△は益） 19 38

売上債権の増減額（△は増加） △203 △660

棚卸資産の増減額（△は増加） 26 204

仕入債務の増減額（△は減少） △318 126

その他 228 453

小計 2,247 2,894

利息及び配当金の受取額 32 35

利息の支払額 △0 △7

法人税等の支払額 △960 △913

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,318 2,008

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △110 △769

無形固定資産の取得による支出 △34 △19

その他 19 22

投資活動によるキャッシュ・フロー △125 △766

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △499

自己株式の処分による収入 19 0

自己株式の取得による支出 △2,345 △0

配当金の支払額 △512 △412

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,838 △911

現金及び現金同等物に係る換算差額 159 195

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,485 526

現金及び現金同等物の期首残高 19,911 13,820

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 18,426 ※１ 14,346
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染拡大による影響）

　新型コロナウイルス感染拡大による影響については、前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した

内容から、重要な変更はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

現金及び預金勘定 19,059百万円 14,883百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △632 △536

現金及び現金同等物 18,426 14,346

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年４月12日

取締役会
普通株式 512 17  2021年３月31日  2021年５月31日 利益剰余金

　（注）　配当金の総額には、ホギメディカル従業員持株会専用信託が保有する当社株式に対する配当金0百万円が含ま

れております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年７月12日

取締役会
普通株式 500 17  2021年６月30日  2021年８月31日 利益剰余金

　（注）　配当金の総額には、ホギメディカル従業員持株会専用信託が保有する当社株式に対する配当金0百万円が含ま

れております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年３月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式703,900株の取得を行いました。

この自己株式の取得等により、自己株式は、当第１四半期連結累計期間において2,325百万円増加

し、当第１四半期連結会計期間末は11,227百万円となっております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年４月12日

取締役会
普通株式 412 17  2022年３月31日  2022年５月31日 利益剰余金

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年７月12日

取締役会
普通株式 424 17.5  2022年６月30日  2022年８月31日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　当社グループの事業は、医療用消耗品等の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：百万円）
 

 
売上区分

合計
滅菌用品類 手術用品類 治療用品類 その他

顧客との契約から生じる収益 794 7,872 44 184 8,895

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 794 7,872 44 184 8,895

 

　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（単位：百万円）
 

 
売上区分

合計
滅菌用品類 手術用品類 治療用品類 その他

顧客との契約から生じる収益 857 8,361 45 182 9,447

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 857 8,361 45 182 9,447

 

EDINET提出書類

株式会社ホギメディカル(E02315)

四半期報告書

14/18



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 36円65銭 53円77銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,089 1,304

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
1,089 1,304

普通株式の期中平均株式数（株） 29,729,200 24,257,102

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「ホギメディカル従業員持株会専用信託」が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、

期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

「１株当たり四半期純利益」の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期

間32千株、当第１四半期連結累計期間で該当の株式はありません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（剰余金の配当）

2022年４月12日及び2022年７月12日開催の取締役会において、剰余金の配当を行うことを決議しております。

①2022年４月12日開催　取締役会決議

・配当金の総額　　　　　412百万円

・１株当たり配当額　　　17円

・基準日　　　　　　　　2022年３月31日

・効力発生日　　　　　　2022年５月31日

②2022年７月12日開催　取締役会決議

・配当金の総額　　　　　424百万円

・１株当たり配当額　　　17.5円

・基準日　　　　　　　　2022年６月30日

・効力発生日　　　　　　2022年８月31日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ホギメディカル(E02315)

四半期報告書

16/18



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０２２年８月１０日

株式会社ホギメディカル

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　清人

     

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　絹代

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホギメ

ディカルの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホギメディカル及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

EDINET提出書類

株式会社ホギメディカル(E02315)

四半期報告書

17/18



・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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